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1. はじめに 

 高感度と高いスループットを兼ね備えた 14C 分析手法として、高感度レーザー吸収分光法の一

つである中赤外キャビティリングダウン分光法（Cavity Ring-down Spectroscopy: CRDS）を用いた

手法（14C-CRDS）の開発を進めている。これまでに、14CO2 の吸収を測定対象として、4.5 μm 帯分

布帰還形量子カスケードレーザー（DFB-QCL）を光源とした 14C-CRDS 分析システムを構築、お

よび、V 字型光共振器を用いた光フィードバックにより DFB-QCL を狭帯域化したシステムの開発により

14C 分析の高感度化を行ってきた。本研究では、光フィードバックにより安定化した DFB-QCL を超短パ

ルスファイバーレーザーベースの中赤外光周波数コム（MIR-OFC）[1,2]で波長校正する体系でCRDS

を行い、性能を評価した。 

2. 中赤外光周波数コムを用いたキャビティリングダウン分光 

 実験体系を Fig.1 に示す。V 字型光共振器を用いた光フィードバックにより狭帯域化した DFB-QCL を

高フィネス光共振器（ガスセル）に導入し、透過光強度を光検出器で測定、光蓄積後の減衰（リングダウン

信号）をデジタイザーにて取得し、減衰率 β を測定した。QCL の一部は MIR-OFC とともに光ファイバ

ーに結合させ、ビート信号（周波数差）を RF スペクトラムアナライザーで取得した。QCL 電流

を 2208.6 ~2209.5 cm-1 の領域で段階的に変化させ、CO2, N2O, H2O, CO を含むガスの CRDS スペク

トルを取得した（Fig.2）。本発表にて、分光測定性能の詳細を報告する予定である。 
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Fig.1 Experimental setup using DFB-QCL  
and MIR-comb       Fig.2 Typical CRDS spectrum 
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